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＜＜課課題題３３＞＞救救急急車車のの適適時時・・適適切切なな利利用用  

○ 救急搬送患者のうち 50％以上が入院を要しない軽症患者であり、限りあ
る医療資源である救急医療を守るためには、東京ルールにおいて「ルールⅢ」
（都民の理解と参画）として掲げた「都民一人ひとりの理解と参画」が必要
です。 

 

○ 救急医療を受ける必要性の高い患者を、迅速に救急医療機関へ搬送する
ためには、救急車の適時・適切な利用についての取組を進めていく必要があ
ります。 

 

○ また、医療機関から他の医療機関への転院搬送についても、緊急性や専門
医療の必要性に応じた救急車の適時・適切な利用が必要です。 

 

 
 

 

  

（（取取組組３３））救救急急車車のの適適時時・・適適切切なな利利用用のの推推進進  

○ 救急相談センター（＃７１１９）等の相談機関の普及啓発や利用促進を
図るとともに、「救急の日」のイベントや動画広告掲出、ポスター・リーフ
レット等の配布等を通じて、救急車の適時・適切な利用について、都民の
理解を促していきます。 

 

○ 消防機関が行う転院搬送の要請手続きについて、分かりやすくまとめた
手引きを活用して、地域救急会議等を通じて医療機関への周知を進めま
す。 

 

○ 緊急性は低いものの医療処置が必要な患者の転院搬送の際に、病院救急
車や民間救急車を活用する医療機関を支援します。 

 

事業推進区域  

○ 高度な専門的医療：都全域 
○ 入院医療：広域な区域（複数の区市町村、二次保健医療圏等） 
○ 初期医療：区市町村 
 

 

評価指標 
 

取組 指標名 現状 目標値 

取組１ 
心肺機能停止傷病者（心肺停止
患者）の 1 か月後生存率 

9.4% 
（令和３年） 

上げる 

取組１ 
三次救急医療機関の収容可能回
答率 

36.4% 
（令和４年） 

上げる 

取組１ 
救命救急センターの充実段階評
価「Ｓ」の割合 

57.7% 
（令和４年） 

上げる 

取組１ 
取組２ 

二次救急医療機関の応需率 
43.1% 

（令和４年） 
上げる 

取組１ 
取組２ 

東京ルール事案に該当する救急
搬送患者の割合 

7.29% 
（令和４年） 

下げる 

取組１ 
取組２ 

救急活動時間（出場～医師引継） 
62 分 28 秒 

（令和４年） 
短縮 

取組３ 
救急相談センター（#7119） 
の認知率 

56.8% 
（令和４年） 

上げる 

取組３ 救急搬送患者の軽症割合 
53.4% 

（令和４年） 
下げる 
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（6）救急医療の医療体制構築に係る現状把握のための指標（国指針） 
 
【ストラクチャー指標】 

 
 
【プロセス指標】 

 
 
  

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

1 救急搬送人員数 救急・救助の現状
令和3年度
（毎年）

都道府県 634,678

2
転棟・転院調整をする者を常時配置してい
る救命救急センター数

救命救急センターの
評価結果

令和3年
（３年毎）

二次医療圏 18

整理
番号

調査年
（調査周期）

調査名等指標名 東京都

二次保健医療圏

集計単位

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

3
救急要請（覚知）から救急医療機関への搬
送までに要した平均時間

救急・救助の現状
令和3年度
（毎年）

都道府県 42.3

受入困難事例の件数
救急車で搬送する病院が決定するまでに、
4医療機関以上に要請を行った件数

都道府県 3,276

受入困難事例の件数
救急車で搬送する病院が決定するまでに、
4医療機関以上に要請を行った全搬送件数
に占める割合

都道府県 7.8

受入困難事例の件数
救急車で搬送する病院が決定するまでに、
陽性開始から30分以上である件数

都道府県 3,388

受入困難事例の件数
救急車で搬送する病院が決定するまでに、
陽性開始から30分以上である全搬送件数
占める割合

都道府県 8.0

整理
番号

集計単位 東京都

二次保健医療圏

指標名
調査年

（調査周期）
調査名等

救急搬送における医
療機関の受入状況実

態調査
4

令和2年
（毎年）

【プロセス指標】 

 
 
【アウトカム指標】 

 
※ NDB は総レセプト数が 10 未満は空白であるため各圏域の合計集とは一致しない場合がある。 

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

9
都道府県及び市町村における精神保健福祉
の相談支援の実施件数

地域保健・健康増進
事業報告

令和3年度
（毎年）

都道府県 21,001

10
精神科訪問看護・指導料又は精神科訪問看
護指示料を算定した患者数

ＮＤＢ
令和2年度
（毎年）

都道府県 155

二次保健医療圏

集計単位 東京都
整理
番号

指標名 調査名等
調査年

(調査周期)

区中央部 区南部 区西南部 区西部 区西北部 区東北部 区東部 西多摩 南多摩
北多摩
西部

北多摩
南部

北多摩
北部

島しょ

精神病床における入院後3ヶ月時点の退院
率

70.70

精神病床における入院後6ヶ月時点の退院
率

85.50

精神病床における入院後12ヶ月時点の退
院率

91.70

12
精神障害者の精神病床から退院後１年以内
の地域での平均生活日数(地域平均生活日
数)

厚生労働行政推進調査事
業費補助金（障害者政策
総合研究事業）「良質な
精神保健医療福祉の提供
体制構築を目指したモニ

タリング研究」

- 都道府県 333

精神病床における急性期入院患者数（65
歳未満）

2,800

精神病床における急性期入院患者数（65
歳以上）

1,959

精神病床における回復期入院患者数（65
歳未満）

1,345

精神病床における回復期入院患者数（65
歳以上）

1,856

精神病床における慢性期入院患者数（65
歳未満）

3,493

精神病床における慢性期入院患者数（65
歳以上）

5,404

14
精神病床における新規入院患者の平均在院
日数

ＮＤＢ
令和元年度
（毎年）

都道府県 90.7

630調査
令和3年度
（毎年）

都道府県

11 ＮＤＢ
令和2年度
（毎年）

都道府県

13

二次保健医療圏

指標名
整理
番号

東京都調査名等
調査年

(調査周期)
集計単位


